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1.はじめに

図工・美術の教育実践研究の基本的観点

一教材・指導・子ども-

岡田匡史 信州大学教育学割程術教育講座
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図画工作(以下，図工と略記) ・美術は，表現・鑑賞に跨る多種多様な活動を含み，指

導も一斉型でなく，臨1臨む変の支援的対応が求められる個別型が主となり，教師にとって

なかなか一筋縄に行かない。加えて資質も能力も違う子らを前に，知識享受・技法指導と

一線を劃す，作品よりも人格の完成を目指す授業を行わなくてはならない。かかる図工・

美術は，押さえるべき点がかなり多く，かつ，途方もなく多量の情報を扱うこととなり，

その授業実践をどう進めるか，また，振り返るかは依然難しい課題である。

そこで本稿では，教育実践研究の実際的方途の提起は難しくとも，それを行う際の基本

的観点を考えてみたい。具体的には教材・指導・子ども(児童・生徒)Jを措定し，

3つについて考える。

それらが複雑に絡まり合いながら成り立つのが，図工・美術の授業であり，教育実習生

には殊に難題と映る。実のところ3つを計百化するのも至難なのだが，そうすることの弛

まぬ努力こそが図工・美術の教育実践研究を実らせると信じる。

以下，図工・美術の枠組となる理念の検討に続き，教材・指導・子どもの順に論じる。

2.図工・美術の理念

図工・美術では，いかなる人を育てるのか。上手に描き，巧くっくり，延いては絵・彫刻・

建築への造詣深く，美術史も知悉する者か。もしそうなら教科の必要性・存在意義はもっ

と主張しやすかろう。遊び・趣味・息抜きと調回議されたり，周縁教科と評されたりすること

もなかろう。が，現実は授業熱情成に揺れ，学習指導要領改訂の度，存続を危ぶむ声を聞く。

図工・美術が唱える個性が，世間では反社会的性格を帯びたものとして，エゴ・自己本位

と誤解されているのかも知れない。理念への共通理解が之しいからか。

そこで，初め2教科の理念(存在の根拠と同義)を師範忍しよう。図工・美術の教育実践

研究も，この理念が方向づける。理念を確かめるため，平成20年版包008年3月28日改訂・

告示)小・中『学習指導要領』が定める，図工・美術の教科目標に当たりたい。

図工:I表現及び鑑賞の活動を通して，感性を働かせながら，っくりだす喜びを味わうよ

うにするとともに，造形的な創造活動の基礎的な能力を培い，豊かな情操を養う。」
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美術:I表現及てy:鑑賞の中副玄い活動を通して，美術の創造活動の喜びを味わい美術を愛好

する心情を育てるとともに 感性を豊かにし，美術の基礎的な能力を伸ばし，美術文化

についての理解を深め，豊かな情操を養う。」

2つの文を縮約すると，共に「表現及び鑑賞を通して，豊かな情操を養う。Jとなり，主

張の軸が一致する。情探がキーワードである。情操とは，真善美(もしくは聖)なる普遍

附面値に対し，反射的かつ揃亮的に応答する態度を指す1)。解りやすく言うと，チャッブρリン

の「街の灯Jを観て涙するような態度。対極が，正しさにも美しさにもJL吾肋=されることなく，

人を人とも思わぬ冷徹なエゴである。

情操の関わる価値領域は広く，真理を一途に求めること伽的|育操)，弱者を助け，愛する者

を命懸けで守り，苦境の友に寄り添って泣くこと(倫理的情操)，また美しさ，信州ならアルプ

ス連峰の峻厳さや高山植物の可憐さや雪景色の清純さにJ討Iたれること俣的情操)がある功。

そういう類の態度を養うこと拭図工・芳首のミッションと学習指導要領は記す。なお両文共，

情操の射程を「美的Jと限定せず，むしろ「豊かなJと幅広く捉える点に注意を促したい。

即ち「豊かな情操を備える人」を，図工・美術は育てんとする。これを人格と読み替え

ることもできる。図工・美術は，表現及び鑑賞の質を到達事項として第一義的に求めるの

でなく， 2つの活動を通して人格形成を目指すのである3)。人格は追うと逃げ水のごとく

遠ざかり水準を上げる，永遠に到達不能な指向型目標である。その基盤となる考えを明記

した文が，教育基本法第1章・第1条の出だし教育は，人格の完成を目指し(遂げでは

ない[筆者補記])Jであり，続く第2条ーに情操の語が出てくる。次を参照願う。

「幅広い知識と教養を身に付け，真理を求める態度を養い，豊かな情操と道徳心を培う

とともに，健やかな身体を養うこと。」

教育対象としての知情意+健康今を緩るこれを，図工・美術の包括的目標と読んでもおか

しくない。図工・美術の授業は，彫刻刀の安全な使い方や版木の彫り方を習うような，知識・

技能に傾く題材を扱う場合も，情操を養うという理念的前提に立つことが求められる。そ

れは遵守条項であり，図工・美術における教育実践研究を行う時も同様である。

3.教材・指導・子ども

次に図工・美術の授業を成り立たせる基本的観点教材・指導・子どもjを総括的に見

ょう。 3事項が交錯しながら関わり合う内に，授業像が具体化し，学習指導が展開する。

3つは教材を準備する際も授業を振り返る際も主要な観点となる。よって，教育実践研究

の主たる側面とは，その1つ1つをできるだけ精微に吟味・検討することである。

とは言え，何かもかも満遍なく扱うのでなく，主眼・目標に照らし，授業分析の重点事

項をあらかじめ決めておくことも必要となろう。また，授業観により重点の置き方に違う

傾向も出ょう。評価の観点に関し，地域差も個人的に経験してきた。

山口大学に8年間 (1987-95年)在勤し，山口の美術教育から大変多くを学んだ。概括

的印象だが，山口は教材的関心が高く，附属4校(山口・光の小・中)の公開授業では，
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打楽器を叩き音を絵にしたり(原田信夫教諭 [LU日中J)5)，弧を描いて空間を横切るよう

に吊るした透明ビニル・カーテンにアクリj同会具で雨の日の情景を描いたり(音響も活用。

高田利明教諭[光小J)と，産会や造形遊びで斬新かつ融密な組立の実践が見られた。

ところが15年前，長野に来て驚いたのは， 4附属(長野・松本の小・中)の公開授業で，

参加のどの先生も1人の子どもを密着して追跡し，研究分科会では，その子の漏らす怯き

や表情，友との会話，教師とのやり取り，活動過程(閃く瞬間，創意工夫，蹟きと問題調軌

発想の転換，思考の流れ等)の様子，ワークシートの記入内容等について発言し，学習指

導上の優れた点や疑問点を挙げ，持説を語り改善を提案することであった。細やかな観察

に基づく報告があちこちから出てくるので，授業で何が起きていたかに関する情報が複眼

的・立体交差的に重なり，省察事項の輪郭を多様に引け，事態把握の客観性が増してくる。

転任当初，かような子ども重視の姿勢を貫く信州式授業分析は強く印象に残ったの。

しかし，無論，山口でも教材のみならず子どもについても，長野でも子どものみならず

教材についても活発な意見交換がなされる。そして，指導も等しく重要と捉えるのは言う

までもない。教材・指導・子どもは，図工・美術の三位一体的構成要素である。

3. 1 教材

(1) A表現

教師はどんな教材を扱うのか。昭和52年版以降，学習指導要領では図工・美術の主領域

を2つに括り， A表現・B鑑賞と定める。一番大きな括り方だが， A表現は実際のところ

複雑多岐に亘る小エリアで成ると解すべきであり，少なくとも図工は造形遊び・絵・立体・

工作(含デザイン)，美術は絵・彫刻・デザイン・工芸が小区画的な基本分野となる。

そこで， A表現の中身を，美学的類型説に則り整理しよう。図工・美術では，以下挙げ

るすべてが教材内容を手回議する単位となる。

基本的枠組は平面か立体かである。前者が紙・布・板等の面に各種画材で措き塗る活動

を指すのに対し，後者はクレヨン・水彩絵具等の長イ材、によらず，色・形・材質特性を備え

る物質(材料[%材])を使って何かをつくる活動を指す。要求される技法や市肝乍工程も違う。

しかし，常に中間様態、が存し，立体でも成形活動に限定することなく，表面に色・樹革・

絵を施すこともある。絵が超時空的イメージを表せるのに比し，彫刻は三次元の現実的存

在となるが， 2つを融合したような彩色した連隊コ69ト語シ長もある(一淵源はフランク・
ステラ)。よって，学習指導要領では平面と立体の関連を重んじ，表記も「絵や立体/絵や

彫刻」とし， 2者1セットで捉える。

それと純粋か応用かも基本棚判ill.となる。多様な主題的追求の下にできあがる絵も彫刻も，

完成後の受容形態とは鑑賞である。つまり絵・彫刻は純粋な視覚的享受対象として存する。

常識では，ゴッホの素描を団扇代わりにロダ、ンの大理石小像を文鎮代わりに使うことはな

い。翻ってデ、ザイン・工芸は使用をゴールとし，機能性や使いやすさが判断基準とされる。

また，工作の目的を，東山明は， r動く，走る，飛ぶ，使う，飾る，音を出す，使って遊ぶ」 η

と実期IJし，それらの達成が生命線となると指摘する。格好よくとも巧く飛ばぬなら，苦労
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してつくった紙飛行機も価値がない。飾りを施した紙製帽子も小さくて被れぬなら駄目だ。

傘も例に取ろう。合板のようなら，雨は凌げても重過ぎ持ち運び、にくく角も危険である。

傘の場合，軽量・接水性・丈夫さ・持ち運びゃすさ・!{;z納可能性(折り畳める構造と小型

化)・安全性・視認d性等を多角的にチェックし，市販が前提なら，工コもコストも勘案し，

それらを形と擦り合わせることが必須となる。ただ創造衝動本位のっくりたいものをつく

ることを狙う工作だと，空き箱・容器類や発泡スチロール(緩衝材)等の身辺材でつくる

ロボットや生き物のように，純半布差形性と機能性の境域が定かでなくなることも多い。

B鑑賞で扱う対象については，そもそも日本のイ誠亮美術協側牝応用の境域が暖昧である。

尾形光琳の「紅白梅図」は絵として優れ同時に間仕切り・遮風・目線遮断・装飾で使う

扉風でもある。襖・扉風・衝立・扇子等に描かれた傑作が数多い。辻惟雄は工芸の位置を

熟思し絵画，彫刻と工芸の問に線を引くのは西洋の方法論で，本来日本の美術にはまっ

たく必要のないこと。」めとインタヴューで応えている。

ところで，用と美の2項対立的観点への批判もある。純粋・応用なる枠組の捉え方は多

様である。民芸運動を推進した陶芸家， i賓田庄司を祖父に持つ漬田琢司(文化地理学)は，

用に宿る美を見出だせる感性を重視し，工芸の本質を， I実はそんなに使いやすくないけど，

使いこなす。自分が入り込む余地のあるところを楽しむJ9)ことと見る。機能的洗練が使

うことを画一化してしまう陥穿に対し警鐘を鳴らす。抵抗ある物を使いこなす所に現れる

発想力・創造性・知恵も，図工・美術で育てるべき事柄である。

さて，絵・立体(彫刻IJ)・工作(工芸)・デザインとは，作品に向かう活動で，学習内容

も割と明瞭で，計画でき，技能習熟も体系的に積み上げられる。特に工作では，材料的に

は柔→硬， t静岡には易→難，工程的には単純→複雑を指標に， 6年間の直線・階梯型の

指導計画を定めうる。これに対し，作品よりも過程を重んじ，何が出てくるか予想しがたく，

計画を拒み，板に釘を打ったり枝を鋸で切ったりする技術習得も子どもに可能な限り委ね

る姿勢を採る活動範陪も設ける。造形遊びがそうである。上掲4分野と異なり，越境・脱

領域・未分化を主特徴とし，定義しがたいプレ造形的性格を持つ問。石を並べ積み，粘土

の量塊を体で感じ，枝を曲げ掌に擦りを感じ，段ボール箱で小屋をつくる時は中に入って

空間を測り，土を掘って深さを感じる。教えられるより自ら学ぶ方に特化した造形遊びは，

工作と対照的に，螺旋・ネット型の展開を示す。一方で原理指向的な 1970年代辺りまでの

現代美術を1つの範型とし，他方で異種内容が連鎖し，途中流動し，活動が漸次移り変わ

りもする，幼児の造形も参考とした叫。発想，制約なき想像，思考・判断をフル稼働させる

創意工夫，試行錯誤を伴う問題解決，生な材料体験，場所(環境)との関わり，五感的働

きや身的惑覚等を何よりも価値づける。その外観が混沌と映るため，教育現場で混乱を来

たさぬよう，筆者はかつて17類型を抽出したことがある12)。

このように図工・美術で扱う A表現の内容は尼大である。絵にしても立体にしても静止

像が普通だが，動く仕組を工夫する機構工作もある。学習指導要領(美術)は，デジカメ・
アニメーンヨン

ビデオ映写機・パソコンを使う映像メデ、ィア表現の積極的導入も謡う。 3DCG・動画制
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作13)も拡がりを見せる。土に粗描した諸活動+αを，図工・美術では，子どもが楽しめる

10幾つもの教材として練り上げまとめなくてはならない。

それにしても，絵1つ取っても諸形式あり，人物・風景・静物を描かせたいし，素描・

水彩画・コラージュ・版画と諸技法も学はせたい。大変な仕事である。年間指導計画を立

てる際は，子どもの発達実態・学習状況を踏まえつつ，それら教材相互を密に関連づけ，

得るべき知識や習熟すべき技能の積み重なりを綿密に設計することが求められる。小型ペ

ットボトルを使う低学年の色水遊びが，高学年で色の属性・原理を理解する土台となり，

紙をハサミ，厚紙をカッターで切った記憶が，枝を鋸で切り，板を電動式糸ノコで様々な

形に切ることを基礎づける，そういう道筋を考慮しなくてはならない。他諸例も挙げよう。

砂場遊びでデコレーションケーキや山・トンネル・道をつくり，湿った砂の可塑d性を堪能

したら，運動する人を主題とした捻り出し式の粘土塑造に進む。人物表現を絵でも深め，

運動会の絵も描く。コンパクトな競技場を廃材でつくる。上級段階で，ロダンの「考える

人」を見(可能なら美締官ご期嫌監貰)，ポーズを真似る。小6辺りで焼き物を経験さすべく，

テラコッタの頭像に挑む。自作を写真に撮り，学校造形展のポスターに使う。

かような枠組の中で，子どもに合わせた教材づくりを行うのが理想である。市販キット

教材も前後の単元と密接に結びつけるなら， O.Kだろう。材料(含媒材)体験，技能伸長

(用具と技法)，制作体験(何を描き，つくったか)の線が，各単元をどう連接し動いてゆ

くかを意識し，教育実践研究では各教材と全部の繋がり方を共に省みたい。加えて新学習

指導要領が， A表現"B鑑賞及び小・中を貫く根本的な造形要素として示す， r共通事項(図

工:形・色・組合せ・動き・奥行/美術:形・色彩・材料・光)Jが，全学年をどう接合す

るかも押さえる。全体像の内に個々題材を配すことで，授業に何が足りなかったかも解り，

有機的な題材群を育める。

(2) B鑑賞

表出と受容は1組の事柄である。個の尊厳を尊び合いながら，発し受ける相互運動が人

間関係を育て，理解を深め支え合う協調的社会の礎をつくる。 A表現・ B鑑賞は，この見

方を根幹的前提・原則とし，両者それぞれが進みつつ補い合う緊密な関係を組むことが大

事である。そして，教育基本法の先記に続く二と三が，当精神の拠って立つ所となる。

「個人の価値を尊重して，その能力を伸ばし，創造性を培い，自主及び自律の精神を養

うとともに，職業及び生活との関連を重視し，勤労を重んずる態度を養うこと。j

「正義と責任，男女の平等，自他の敬愛と協力を重んずるとともに，公共の精神に基づき，

主体的に社会の形成に参画し，その発展に寄与する態度を養うこと。」

最も重要な鑑賞空間とは教室である。己と友の表現を見ることから，鑑賞が始まる。グチ

ャグチャな塗り方の絵とか，グニャッと曲がった人とかが沢山出てくるが，隅々まで寸寧に

塗り込んだ絵や正確に成形された立体を標準視してしまうと，それらのよさが解らなくなる。

不思議な色と勢いある塗り方がA君らしい，体をくねらせる所にBさんの優しさが溢れて

いると，よさばかりが見えてくるようにしたい。それも感性(感じうる能力)叫が掴む内
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容と言え，そのために常によさを探そうとする能動的態度を日頃から培いたい。だから，

鑑賞学習を建てる礎石とは，教師が真っ先に取り組むべき物品経営のもたらす，児童・生徒

問の親密な関係なのである。それと，学級の認め合う土壌に加え，図工・美術の授業成立の

可否を握るのが，指導者・学習者間の信頼関係の厚さである。ここがしっかりできてくると，

授業は大概巧く行く。

よさを見つけることは，一般的作品の場合でも等しく大事となる。必要な第1歩とは，

観察である。が，そう言うと，意外だろうか。感動こそ美体j鑑賞の本質との声もある。が，

感動の大きさは果たして作品の優劣を測る基準たりうるだろうか。教師が選ぶのだから，

作品は当然優れており，必ず感動をもたらすという図式が，かえって子と、もを感動せねば

ならぬと迫る事態も考えられる功。最初に感動ありきでなく，千差万別の受け取り方を皆が

容認し合う上で，誰しも加われる観察から始めるのがよい。初期段階の接し方は，むしろよ

く解らぬ生物を虫眼鏡か顕微鏡で観察するのと似る。名品礼讃的態度は無用と思う。まずE

の審美眼・鑑龍基準を養うことが先決であり，子どもがそれを適用して作品を好きになれば

そう表せた作者に対し，尊敬の念が自ずと湧くはずである。

対象を評価の定まる名品に限ることもなく，人がっくりあげるすべてが対象たりうると

幅広く考えるべきである。私の作品，友の作品から，日本・アジア近隣諸国の伝統文化と

今日的動向，西洋の古典，その批判的継承に努め乗り越えんと図る欧米の近現代美術，異

文化色濃き地域(東南アジア・中東・アフリカ・南米・オセアニア等)の文化遺産また同

時代的表現へと拡がる。壁画，野外彫刻，アート・トリエンナーレで越後妻有につくられ

るような半恒久的インスタレーションといったパフリック・アートも，手近な対象となる。

絵や彫刻のみならず，能・耳娘割支・文楽等の無形文化財，モダン・ダンスやパフォーマンス，

作品がコミュニケーションの媒介的役割を担い，作品が消える事態も起こるコミュニティ・

アートも含む。工芸・デザイン領野も主要な一角を占める。ポスター・新聞広告・パッケ

一、海のヴ説ユア32コミ長ケ詰ン系，スプーン・フォーク・皿・茶碗等の日用酷持家期度から，
プロダクツ

腕時計・家電製品・パソコン・自動車等の生産系，そして建築までも含む。城下町なら城，

門前町なら寺社仏閣，宿場なら古き街並，都心部なら高層ビル群もそうだし，さらに花・

蝶・貝殻等の自然物や自然景観も加わる励。

対象候補を種々連ねた。指導は次節で扱うが，鑑賞では取り上げる作品が教材的価値を

決めるというより，それをどう料理するかなる指導法的側面の方が比重を増す。鑑賞指導

についてはここ 10年で多様な提案と実践とがなされ，議論も活発となり，前村晃は，解説・

問答・討論・自由の4学習タイプを示す1η。作品と無心に向き合うこと，鑑賞体験を深める

べく作品についてより深く知ろうとすることの意義は変わらぬが，絵を見せ，いきなり「ど

う思う ?Jと，正解を促すかのように感想を問う仕方，動機付けが未熟なまま美術史的情

報を語り続けることは問題ありと省みられている。

美的体験の深淵部は語りえぬ，言葉にしえぬとする立場も残るが，現在は，解釈と言語

化を重んじるD.BAE.Coiscipline-助副Art日ucation)の考え方(制作と共に，美学・美術史・
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美術批評も基盤視する)18)が日本でも浸透し問，言葉(熟すと批評語葉となる)を不可欠

な認識媒体と見る姿勢が認められつつある。本潮流の1つが対話型鑑賞却)で，主唱者アメ

リア・アレナスが，その慧眼・深き造詣・高き対話スキルにより，年齢・世代を問わず，

観衆との聞にすばらしい対話を組み上げる手法が感銘を与え，多くの賛同者を生んでいる。

ただ，指導者は予備知識仇入観も付胞がなくともO.Kというスローガン杭知識不問の意と

なり 1人歩きしてしまう嫌いがあり，そこが問闇見される21)。山相月彦もアートにかかわる

知的な1静日の類カ可要であるかのごとき言説の行き過ぎは，まったく看過できない」均と考え，

学術的言説が子どもらしい発想を損なうとする見方に↑裏疑の眼差しを向ける。筆者もこの考え

に賛同する。作品(理想的には2同均)から直接汲み取りうる情報包F.説[後述]CI沼渉照。
アナリーゼ

音楽なら，楽曲分析の対象:r形式，調性，構造，リズム和声，管弦楽法，主題法，旋律，

ディナーミクなどJ23)) に加え，テキスト・図像学・成立背景・批評言説等の知識も学習

者の内に組織すべきと筆者は信じ，作品を諸水準で感じ考え読む読解的鑑賞を提起した24)。

鑑賞教材は独立的に扱うことも可能だが，写生会と風t景画鑑賞お)，友の顔を描く時間と肖

像画鑑賞を繋ぐ等，表現・鑑賞を連動させ，バランスよく統合的な題材配列を組めるとな

およい。美術館が近くなら，展覧会スケジュールを確かめ，好適な鑑賞対象を選定したい。

近年，美術館の活用が盛んだが，その上を行く形で，作家・美大生・学芸員らの賛同を得て，
コラポレーション

学校を美林市官化し，生徒が館蔵品・個人コレクションの展示・管理・搬出や作家との共同制作

やギャラリー・トークを担う画期的試行も出てきているお)。

3.2 指導

教材内容がよくとも，指導が疎かだと，授業は成り立たない。次に指導に話題を移し，

院2年考案の指導法を参考として論じたい。

低学年向け造形遊びで使う手だが，体育館の片隅に山積みにした牛乳パック e段ボール

箱類を布で遮り，ジヤジヤジヤジャーン!と幕を引く演出により，児童は俄然やる気が増す。

材料を前に， rでは，っくりましょう」と指示するだけでは調子は出まい。ワクワク感は指

導が醸成する。子どもが乗ってくる授業では，工夫された指導が活動展開によく溶け込み，

学習を諸方向へ導くと経験的に思う。よって，指導法とは学習内容をより楽しく魅力的に

見せるための演出ではないかと思えてくる均。

とは言え，子どもの主体性に寄り添う授業展開ばかりを考え，教授内容が稀薄化しては，

本末顛倒である。山木はそこを指摘し，図工・美術の教材研究がどうしても方法論に傾

きすぎていて，内容学が失われている。」認)と，懸念を示す。

図工・美術では，実物か複製あるいはフ。レゼ、ンテーションソフトで編集した映像等による
デモンストレ ション

参考作例示範，用具の使い方や技法・制作工程の図解と提示，または，目の前での実 演，

制作に入ってからは個別の対話・質疑応答・支援・励まし・賞讃等が，指導上，工夫を要

す所となる。賞讃は子どもを奮起さす最高の指導手法と言え，西村隆司は，望ましい図工

指導を問うアンケート項目に対し， 20・30・50代の教師の答の第1位カ渇tって「褒めることJ

であったと報告する29)。さらに他教科もだが，問・説明・板書・フラッシュカード等の工
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夫も加わる。学習者の反応を予想しながら，何をどこでどう問うかや要点を示すタイミン

グ・方途を熟慮し，適切な内容と量の説明を検討し，板書計画を練り，学習課題を明瞭化・

焦点化し指導効率もアッフOで、きるフラッ、ンュカードを準備し，適切な時間配分とする等，

いろいろ作戦を練る。活動の組合せ方には無数のパターンがあり，その中から最適なレイ

アウトを選ぶ。指導法が決まると，自ずと授業設計ができてくる。

今期「美や府三|授業研究Jで，院2年7名(現職教員1名を除く)が，ほぽ半期を費やし

て案を練り，議論を重ね，試した授業の中に，良質な指導方略が幾つも見られた。配属校

の先生方からも，使えそうな用具・設備の助言を賜り，子どもの実態，年間指導計画等を

踏まえてびっ熱心な指導を戴くことができるため，コンパクトながら院版教育実習と言える

実質を備える。以下 4例を紹介したい。

図1Y.Sの授業実践 図2E. Kの授業実践 図3Y.Uの授業実践 図4N. S.の授業期主

y.s.は，繭玉モビールづくりにあたり，創作意欲を刺激し理解を深めながら，込み入る工
程と複雑なっくり方を要す制作を円滑に進められるようにと，学部生・院1年に参加協力を

仰ぎ，班毎に支援役l名をつけるT.T.を行った (10月21日，須坂市立M小5年2学級)30)o

Yふが総監督，協力者が複数の助監督となる形を採る。飾ってもらう商居の色のイメージ

で繭に着彩し，続いてビーズとテグスでモビーノレをつくるという盛り沢山の内容で， しか

も制作が2室で同時進行したのだが，打合せの成果が出，指導陣が監督の指示の行き届く

協調的動きを見せ感心した。

須坂のイメージ・カラーを探るy.s.の上主授業は， 3音防毒成(総合的な学習の時間も活用)
の真ん中に位置し，単元全体は，J古主に取材→繭玉モビールづくり→居で作品展示(児童

の制作意図の説明も含む)と展開した。それに対し， E.K.は，粘土塑造における触察十観

察の重要性を明瞭にするため，内容を2段階に組んだ(11月30日，長野市立S小3年)31)。

視と触の連合・協働を造形的営みの基盤と見る考えに立ち，触察を体験してもらうべく，

初めにアイマスクをして握り触ったピーマンの感じを手掛かりに粘土で形を模させ，その体

験を土台に，次は庭に出て，飼っている兎や鴨に触らせイメージを濃くしてから教室に戻り，

両モティーフを粘土でつくらせた。兎のフワフワした毛並や鴨の羽の意外な硬さを実感し，

毛1本1本や羽1枚1枚への拘りが生まれたりしていた。なお，指導上の意図を瑚卒する上で，

ヴィクター・ローウェンフェノレドの鋭し、洞察が参考となる。対象は絵だが， I矢口覚民経験を昆革
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囲に用いようとする刊共はその制下表現の中に，運動惑覚閉経験，角脱槻轍，視覚間経験な

どや，形，色，かれを取巻いている環境なと、に対する感覚的印象まで=も描き加えるJ32)と説く。
セルフ・イメ γ 

Y.u.は，自画像鑑賞で，生徒がその特殊性に気づくようにと， 自己像を表す絵が他者

を記録した肖像画と何が違うかを考えさせようとして，ゲーム的試行を取り入れた (11月

25日，附属長野中2年)33)。自画像をストレートに見てもよい訳だが，Y.ιは導入部で生

徒を前に集め，どれがゴッホの自画像かを当てさせるため，彼が遺した自画像と肖像画の
カラ コピー

色刷複製3点ず、つを混ぜ合わせて黒板に貼った。「どれが自画像?Jとあれこれ予想を立て

る際，暗黙裡に起動してくる選定基準を学習の前提と捉え大切にしようとした。

同じく鑑賞を扱うNふは，ジュゼ、ッペ・アルチンボルドの「四季連作」を選び， 4点1

組なので， 1)帝税見型とせず，それらをどう並べれば効果的かを探ることも鑑賞の一部と

捉える指導を計画した (12月3日，長野市立Y中1年)判。授業冒頭で，友を招待して見

せたい展示の仕方を考える活動を提案するのに，説明でなく， 100君，どうしたの?元気

ないねえ。」と，美術科指導教諭と寸劇を演じた(これも主主のー形態)。当導入はアイス

ブレイク的効果を存分に発揮した。カード4種を準備し，そこから選ばせた2枚で展示法

を考えさせ.35) 晶終的な展示イメージを複製シールを貼って示すよう工夫した。絵を自由

に並べ替える活動を通して，姿勢を固定し受動的に接せざるをえぬ展覧会での作品鑑賞か

ら生徒を解き放とうとする意図も伺えた。

修論での検証・論察を計画する者もおり，上記院生らは，学習を深め，子どもの反応・

感想・評価を確かめうるワークシートを用意した。子どもが何を学んだかを振り返り，かつ，

教師が学習実態を掴んで、次の授業へ繋ぐためのワークシートも指導の一環と位置づけられ

る。創造と認知・思考の複雑な過程を経る図工・美術では，感じたこと・思ったこと・考

えたことを文で綴るのは表層的・単純化だと捉える向きもあるが，筆者はそうは思わない。

思索や制作には確かに沈黙が必要だが，無数の要素で成り錯綜しもする学習の塊をほぐし，

捉え直し，言語化する作業も本質的であり，学習体験とその省察的言語化は両輪と思う。

この在り方は教育実践研究にも当て最まる。

体験を放置せず，言葉で記録しておけば，学習者は己の活動を時経ても確認できる。記

述内容を発表させれば，自らの考えを伝えようとし，逆に他者の考えを知り理解しようと

して学びが深まり，そうする内にコミュニケーション能力も培われる。また，教師にとり

ワークシートはアクション・リサーチを行うための貴重な資料ともなる。

このワークシートを単発とせず，シリーズとして充実させるボートフォリオも有効な指

導的手立てとなる均。表現ならば着想・発案→構想・計画→制作諸工程→完成の各段階を，

言葉と視覚的t新本でスケッチブックに記録する均(デジタル化も選択肢の1つ)。メモを書き，

発想を素描(視覚化)し，材料特性の開面や用具の使い方も図入りで記し，参考資料や途

中段階の作品写真それからワークシートも貼り込む。鑑賞ノートも加える。

図工・美術で指導者が日を凝らすべき対象とは何か。目に見える最終的成果としての作

品もそうだが，途中の過程もそうである。が， 1人ひとりの経過を追うのは不可能なので，
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それを埋め補う上でワークシートやポートフォリオの実効性は高い。さらには逆説的ながら，

図工・美術の指導上，肝心なのは，色・形・明暗・材料・作品等の可視的事象に留まらず;

不可視の水面下で起こる，子どもの着眼・発想・想像的拡がり・思索的深まり・解釈・価

値判断等である点を認識したい。それらは次々移り変わり学習者自身でさえ捉えがたく，

外在化せんとするなら言葉に留めるしかなく，図解も効果的である。

鑑賞については先述したが，書きたいことは山程ある。が，紙幅の関係もあり，エドム

ンド・フェルドマンの4段階鑑賞法に触れ，本節を閉じたい。観察と言語化を批評の核に

据えるその鑑賞手続き(絵の場合)とは，次の通りである効。

q濁察と記述:画面の凝視，諸細部の発見表現特徴の翻iJ→古昔化(画面認識の定着)

引見覚的分析:絵画の形式面(色陰影語調，形態，幾何学的or構成的要素，空間構造，
マテリアル

媒材[絵具等画材類卜素材，技法等)や視線の動き(観者自身の行動)の分析

③滴平釈:作者の表現意図の解釈(主にf臨む，(1②で確認した各種モティーフと場(背景)
ピUケ卜リアル フラクツ

や絵画的諸事実が表出する主題的内容の把握

④判断:~の総合に立った自らの考え(批評的見解)とその理由の明確化

各段階で，指導方略を種々考案することとなる杭具体案が， [1;副edu伺.tion(百lejournal of 

the NationalArt Edu印刷Ass悶ation)~ 誌連載の‘h加ctionalR，ωurm" に多数載る(執筆陣

は学芸員が主で，館蔵品を扱うため，近在校での鑑賞教育に利する)。当資料は，筆者が院

の演習用講読文献として多年使ってきた。

なお，フェルドマン提起の4段階と， PISA調査における3つの読解過程との符合を，佐

藤えりか(学籍番号06E1414J)の卒論ゼミで発見した効。文部手ヰ学省HP<I読解力」向上

に関する指導資料[目SA調査(読解力)結果等に関する参考資料] -1 -l.mht>判)では，

3過程をこうまとめる。比較対照したい。 PISA型読解力を検討することにより，構想途上

にある読解的鑑賞の理論整備も進められるのではないかと考える。

①情報の取り出し…テキストに書かれている情報を正確に取り出すこと。

@清平釈…書かれた情報がどのような意味を持つかを理解したり，推論したりすること。

@京熟考・評価…テキストに書かれていることを知識や考え方，経験と結び付けること。

3.3 子ども

図工・美術に限らず，子どもの実態の把握は授業の根幹を成す。それを前提に学習展開

を予想して指導を工夫できるし，諸事態を想定した計画を立てることも可能となる。そし

て何よりも学習主体たる子どもを大切にできる。

では，子どもの実態とは何か。空想を好む子，直感的閃きに優れる子，現実的思考が得

意な子と，子どもは資質・能力が1人ひとり違う。資質・能力は優劣高低で評すことなく，

出色対値，即ち個性として受け止めるべきである。噌好も発想も手先の器用さも違う。作業

に遅速があり，熟慮型や実行型に分かれる。目立つ子も地味な子も，飽きっぽい子も粘り

強い子もおり，絵が好きな子もいれば嫌いな子もいる。そういう子らが集まり，学級となる。

授業を行う際，押さえるべき子どもの実態とは，そうした個性の発露とそれらを掛け合わ
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せた学級全体の状態とを指す。個々を確り捉え，その上で学鮒E任なら，級友閉また子ども・

教師間の信頼関係を築き，互いに認め尊び合う学級を営みたい41)。

都筑正敏学芸員(豊田市美術館)は，年間約 8.500人も訪れる教育普及プログラムで，

スタッフの聞に対し，いきなり手が挙がる学級と黙りこくる学級があり，当実態を検証し，

美術教育では指導的ノウハウ以上に普段の学級経営こそが基盤となり不可欠と語った42)。

子どもの実態に関し，図工・美術で注目するもう 1つの事柄が，発達である。 造形表現

で発達の特徴が最もよく研究されている分野は絵で，次が可塑的な粘土を使う塑造ではな

いかと思う。形の発生と組織を進化論的に追跡したローダ・ケロック明，型・内的モデ凡等

の概念で，子どもの描画を認知機構面から分析し，知的・視覚的という2つの写実性(真

実性と同義)を提起したジョルジュ・アンリ・リュケ叫，描く ことの段階的推移を心理・

情緒・精神面も含めまとめたローウェンフェルド，日本だと子どもの絵の諸局面を解明した

東LiJ45)がおり，そこに満つる知見は， 子どもの実態を知る上で参考となる。絵に関し，筆者は，

スクリプル期(1歳)→形態発生期 (2歳)→命名期 (3歳)→図式期 (4歳)→知的作

画期 (5歳~成人)の軸と，写実を優位と感じてそう試し始める8・9歳頃からの軸の，

内実が違う2つの発達を措定する。

学習指導要領では，図工だと2つの学年を一括りにして3段階を設け，美術だと第1・

2学年を1セットとし，これに第3学年が続く 2段階を設ける。絵の発達的変選を術敵す

ると，図工は入口と出口がまるで異なることに気づく。第1・2学年は知的作画が盛んで，

第3・4学年が移行(過渡)期となり，第5・6学年は写実的作画を求めるようになる。

描画発達は， (1漣動機能(画材を握り，抵抗ある面にぶつけて記し，手先を制御する)， 

⑫完覚認知 舗匝臆跡の形・線質・西日夕IJ特性を見て記憶する)，③言語読接仕菌く内容を何々

と認め名づける)が3拍子揃う形で高まる。認識面カt強いのだ杭発達は技能面でも認めうる。

手指の巧撤性が増し，見通す力が高まり，既習体験が蓄積して，技能を伸ばす。何でもあ

りに映る造形遊びでも，技能的発達が配慮される。学習指導要領が示す活動例とは，低学

年が並べる・繋ぐ・積むなのに対し，中学年は組み合わす・切って繋ぐ・形を変えるである。

ここから解るように，低学年が素子主体で全身を働かすことを推奨するのに対し，中学年

は裁断・加工用具を使うことを課題視する。絵協祇にすぐ描けるクレヨン・パス類から絵具・

水・筆のコントロールが必要となる水彩絵具へ，工作は紙から木切れ・板へ，それに伴い，

裁断具はハサミ・簡単な小万類→カッターナイフ・鋸→糸のこぎり(電動式が一般的)と，

技術的成熟を前提とする段階を設ける。

描くこととつくることに関わる発達を目安に，A表現の諸題材を考える必要がある。技術

的難易度が極端な高低を示す場合，子どもはすぐできて飽きるかできなくて挫けるかする。

適度な緊張と期待感が学習効果を上げるネックで，発達課題は少し上目を設定することを

心掛けたい。それに失敗すると，授業はもたつき進まなくなる。

近年，表現だけでなく鑑賞の発達も研究が進む。インタウ、ューによる統計的調査で美的

感受性の変遷を追う，マイケル ・パーソンズ判やアビゲイル ・ハウゼン刊の研究が日本で
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紹介されて以降，当主題を扱う論文の学会誌投稿数も増し，鑑賞能力への関心が高まる。

筆者カ環見しんできたのは，岡本芳枝侃広島市現代美祢i館学芸員)に教わった後者の説特)で，

鑑賞能力が段々高まる道筋を示す，以下(筆者要約)を参照願う。

①物語:記憶・経験から作品に接し，連想に任せ話を紡ぐ(日常と美術が混ぜこぜ。セ

ザンヌのオレンジ=朝食のオレンジ)。

②構築:諸作に接する内，知識・情報が増え，美術を意識した観察も深まるが，解しが

たいと抵抗を覚える(実利性・写実様式を規範視)。

③分類:様式・派・時代区分等，分類という美術史研究のメソッドに関心を示し?知り

たがり語りたがる(頭デ、ッカチ)。

告滴平釈:知識受容を経，自ら能動的に感性を働かせて作品を解釈する。

⑤再創造:創造者たるアーテイストに敬意を払い，作品と密に対話し深く思索する。

5項目は年齢白骨協と厳密に対応せず;鑑賞能力の伸び方には，むしろ生育環境(家庭・

学校・地域・国)や個別的動機づ肋t大きく関わる。が，鑑賞の凡その発溜旨標を掴んでおく

ことほ時上有益であり，規舵だが，⑪⑥をそれぞかi母生・中学生・高校生・大学生・

研究者の水準と見ても強ち誤りではなかろう。教材開発での当指標の利用価値は高いと思う。

4.おわりに

以上，初めに人間形成の大切さを謡う図工・美術の理念を確認し，授業を構成する3要素，

教材・指導・子どもについて概観した。論じ足らずではあったが，図工・美術の授業の特

色となる，数え切れぬ諸層で多くの事態が同時多発する状況は伝ええたかと思う。その活

動は余りにも入り組み量多く認識も記述も不可能な位だが，限界を言殿日した上で，実践の

内実がと、うであったかを知ろうと弛まず努めることが肝要となる。

常に難しさに直面しつつも，教材・指導・子と、もが三つ巴となって質高まる授業を構想し，

彫琢を経た晶終案を実施し，成果を検証し，省察内容・改善点を次期計画にフィードパッ

クする，そうした継続的・循環的な取り組みが図工・美術の教育実践研究のコアとなる。

ここを結論としたい。
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